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Ⅴ アウトカム項目

事業所は京浜急行線「三崎口駅」を下車し、バスで「三崎警察署前」から徒歩３分
のところにあります。少し高台の日当たりのよい２階建てのホームです。ベランダ
からは眼下に並んだ住宅と相模湾の静かな海が遠くまで望められ、夕焼けや夜景の
様子は利用者を楽しませています。
＜優れている点＞
職員は利用者一人ひとりと向き合い、出来る事、出来ないことなどを把握して利用
者の持っている残存能力を発揮する支援を心掛けています。食後の下膳を男性の利
用者が、女性の利用者に声をかけながら楽しそうにしていたリ、車いすの利用者が
モップで食後の床を掃除したりしています。当たり前の生活をしていく上で発生す
るリスクも行動を制限するという考えでなく、どのように軽減させていくかを検討
し、自立支援に努めています。
＜工夫点＞
職員は日常の詳細な記録を大切にしています。職員が情報を書きやすく、共有しや
すいように用紙フォームを工夫しています。日々の支援内容や申し送り、確認事項
を１枚の用紙にまとめた「業務日誌」や、ケアの様子をケアプランに連動させ、
日々の支援が介護計画に沿っているか整合性を確認する「健康記録」、利用者の
ニーズを解決するための「利用者記録」などがあり、情報をまとめ、共有していま
す。

あおぞら三崎は高台に位置している為三崎の街並み遠くには海を眺める事も出来天気
によっては夕焼けや夜景が絶景に望めます　要介護状態であり認知症があっても出来
る事は見守りや声かけで自立支援を目指します　介護度が高くなってきても出来る限
り皆さんとの関わりを大切にコミニュケーションを図りながら家庭的な雰囲気の中で
過ごして頂いています　｢このホームに来れて良かったよ｣との声が少しでも多く頂け
るように支援に努めています

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　あおぞら三崎

 ユニット名 ２Ｆ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

２カ月に１度の定例会としホームから
の事業報告を主として民生委員　包括
支援センターの職員　ご家族　利用者
と意見交換を行っています

年６回、奇数月に開催し、地域包括支
援センター職員、民生委員、家族・利
用者などが参加しています。市の職員
も年度初めに出席し、挨拶していま
す。活動状況や事故報告、避難訓練、
行事予定などを説明し、参加者からの
質問や要望などで意見交換していま
す。

入居時相談から運営推進会議報告や集
団指導等　密に連絡させて頂きながら
関係性を構築しています

毎月、市の高齢福祉課を訪問し、運営
推進会議議事録の提出や空き情報、入
居時の相談などを話し合っています。
生活保護の担当者とは困難事例の相談
など、継続した関係を築いています。

町内会には一員として参加して
近隣の方との挨拶や防災訓練への参加
など協力を頂いている

事業所の周辺は農業や漁業を営む家庭
が多く、住民との交流は困難ですが、
自治会に加入し、近隣のスーパーマー
ケットでの買い物や回覧板などで情報
を確認しています。地域の三浦市民祭
りではブースの提供があり、パンフ
レットを配布するなど事業所の理解に
努めています。

グループホーム連絡会・キャラバンメ
イト等に参加　協力できる事には参加
させて頂いている　９月には　ラン伴
への参加協力に努めています

事業所独自の理念を基に現場では
ミーティング等を通じ職員全員で　話
し合い共有できるように実践に努めて
います

法人の理念や基本方針を基に事業所独
自の理念「個々の出来る事を尊重し、
個々の能力を活かす支援をします」を
作り、管理者と職員はその思いを実践
につなげています。職員は理念をいつ
もミーテイングで共有し、日々の支援
に努めています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

運営推進委員会は２カ月に１度開催し
意見が頂けるよう働きかけています
その他面会時等にも要望は｣聴き取る事
が出来る様コミニュケーションを図っ
ています

利用契約時に利用者・家族の意向や要
望などを聞き取り、入居１ヶ月後に利
用者の様子や会話からニーズを確認し
ています。運営推進会議や面会時に利
用者や家族から疑問点や不安な事柄な
ど聞き取り、運営に反映させるよう努
めています。

法人内の研修会でも毎年学んでいます
後見制度は中々浸透はしていないが制
度の内容等は周知されています

契約は入居時に取り交わします　その
他の事はその都度対応させて頂いてい
ます　不安や疑問が生じないよう心掛
けています

身体拘束委員会が義務付けられており
職員全体周知出来る様毎月のミーティ
ングの中で協議しています　法人全体
での研修にも職員は参加し学んでいま
す

身体拘束委員会を中心に「身体拘束ゼ
ロへの手引き」や「高齢者虐待防止マ
ニュアル」などをテキストを使用し、
身体拘束防止について正しく理解して
います。日々のケアの中で身体拘束や
精神的な虐待などの有無について毎月
のミーテイングでチェックシートなど
を用いて確認しています。

身体拘束委員会が義務付けられており
職員全体周知出来る様毎月のミーティ
ングの中で協議しています　法人全体
での研修にも職員は参加し学んでいま
す

株式会社フィールズ



グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

三浦市グループホーム連絡会・キャラ
バンメイト連絡会等へ参加しサービス
向上に向けて取り組んでいます

本人様のアセスメントをしっかり行い
状況把握に努めます　そして不安な事
を最小限少なくできるような関係づく
りに努めます

キャリアアップ制度の活用で処遇改善
手当の支給　公休・有給の整備が整う
ような体制作りの努力あり

法人内の研修・外部研修等に職員が代
表で参加しその後職員への周知を図る
為に回覧やミーティングを通じ行って
います　資格支援の為のバックアップ
の体制もあります

毎月のミーティングやその都度の対応
で意見を傾聴できるように努めてはい
ますが煩雑な業務の毎日で不満が残る
職員もいるようです

毎月開催するミーティングで職員から
の意見や提案などを把握しています。
職員は取り上げてほしいテーマがある
時は事前に申し送りノートに記入して
います。レクリエーションや防災など
は分担制とし、職員の意見や提案など
を取り入れています。

株式会社フィールズ



グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

個人差はありますが個別の面会や外出
等限られた範囲での支援に努めていま
す

入居までの友人や馴染みの場所など、
今後も関係が途切れないような対応を
心掛けています。今まで楽しんでいた
テレビ番組など小さな生活習慣でも継
続できるよう支援しています。

利用者様の身体状況に合わせて出来る
事出来ない事を見極めながら出来る事
は邪魔をしない見守りを中心とし常に
共に暮らす仲間と言う意識をもって関
わらせて頂いています

面会時やあおぞら通信等を活用しなが
ら必要な時には連絡を取らせて頂きな
がら関係性を保っています

入居前からの相談事項を十分聴き取り
状況把握に努めます　そして不安な事
を最小限少なくできるような関係づく
りに努めます

家族との話し合いをしっかり行い　望
まれる事は何か？　職員で共有し他の
サービスが必要な場合は繋げていきま
す

株式会社フィールズ



グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居時のアセスメントを行う中で聞き
取りをしていますが中々初回からは詳
しい事が聞きとれない場合があるので
その都度ご家族等を交え把握に努めま
す

日々体調の変化等もあり状態把握を行
いながら又月１のカンファレンスや
日々の申し送り等を活用し情報共有に
努めています

退去後も気軽に寄って頂く場合も多々
あります

日々のコミニュケーション等の中から
希望を傾聴し支援に活かしています
ケアプランに盛り込む等　意向を表出
出来ない方には表情や言動を観察しな
がらケアに当たっています

一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように暮らしたいか希望に
沿って支援しています。男性の利用者
が食後の下膳など、女性に声をかけな
がら楽しそうに役割を果たしていま
す。役割のある暮らしをケアプランに
反映しています。

個性のぶつかり合いもあるので席替え
や居室の移動なども含めた対応を行わ
ざるを得ない場合もあります　日々の
見守りをしっかり行い把握に努めてい
ます
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

内科医は月２回メンタルは月２回歯科
は毎週１回　三浦診療所とは医療連携
体制があり毎週２時間のナースほうも
んがある　２４時間オンコールで緊急
時への対応も万全です

協力医療機関である内科・心療内科医
は月２回、歯科医は週１回、看護師は
週１回訪問しており、２４時間の緊急
時対応も可能です。他の科を受診する
場合は基本的に家族対応ですが、状況
により職員が行なう場合もあります。

家族の状況は個別に違うのでその方そ
の方で対応させて頂いています　必要
に応じ相談をしながら対応しています

傾聴ボランティア・舞踊　外出　防災
訓練　様々な方々の協力の元暮らしの
継続をさせて頂いています

ケプランの見直し等を月１のカンファ
レンス時に行っています　３ケ月に１
度の見直しを行いご家族・本人さんへ
伝達了解（サイン）をして頂いていま
す

毎月のミーティングでカンファレンス
を行い「利用者記録」「業務日誌」な
どの情報を基に確認しています。ニー
ズなど状況の変化があればその時点で
関係者で協議し、プランを見直してい
ます。基本的には３ヶ月ごとに見直
し、家族の同意を得ています。

個別の記録を毎日記入しています　そ
の他申し送りを活用しながら職員間で
周知出来るように実践しています
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

緊急時対応のマニュアルが掲示されて
いる　窒息等の場合はミーティング等
で勉強し合う　その他法人の研修会に
参加して学んでいます

年２回の防災訓練の実施　消防職員や
防災設備の担当者を交えて行っていま
す　近隣の方にも協力して頂けるよう
声かけをしています

毎年３月・９月に出火を想定した避難
訓練を行なっています。今年は事業所
前の家の人も参加しています。備蓄品
は一覧表と共に用意しています。水害
に関しては市内でも一番の高台であ
り、消防署からも事業所に居る事が一
番安全と言われています。

入院された場合は情報交換（サマリー
の提供）に努め病院への協力をしてい
ます又主治医も含め入退院がスムーズ
に運ぶような関係を作っています

看取りへの取り組みはご家族の意向と
理解の元成立します　看取る事に決め
た場合はＤｒ・家族・管理者でムンテ
ラを行い合意された場合は職員間で情
報を共有して支援につなげます

「重度化および看取り介護対応指針」
を説明し、同意を得、家族・本人の意
向によって看取りをしています。医療
関係者・管理者を中心に職員全員で情
報を共有して支援に当たり、今年は４
名の看取りを行なっています。

毎週２時間の訪問で状態把握をして頂
いています必要であればＤｒへもすぐ
につないでもらい指示があります　安
心出来る環境です
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

法人の方針で食事はほぼレトルト使用
行事等の場合は好きな物を取り入れる
準備は職員が行うがお茶入れや下膳
皿拭きなど出来る事は一緒に行ってい
ます

調理の職員がいる日は献立を考え、生
協で購入した食材で調理しています。
調理の職員が居ない日はレトルト食品
を使用して提供しています。食事の量
は病状を考えて決めています。利用者
も下膳や湯茶を入れています。

一人一人のペースはベースですが　一
日の行事は固定化されているのでスケ
ジュール通りに過ごして頂く事が多い
希望がかなえれれる物であれば支援し
ます

身だしなみを自立している方は個別支
援で行っています　化粧や着替え等。
全員には理美容や洗濯を実施していま
す

人格の尊重は理解していても難聴な
方々でトイレ！便！おしっこ！と大声
で声かけしています　耳元でとの指導
もしますが耳元でも聴き取れません対
応に苦慮しています

管理者は誇りやプライバシーを損ねな
いよう声かけには注意を払い、不適切
な言動があった時はその場で注意を促
したり、ミーティングで話し合ってい
ます。職員の中には関係が密になって
いる分、少し配慮が足らないこともあ
り、気を付けています。

声かけ等で希望を聞き出してはいます
が叶えられない事も多くその場しのぎ
の対応になってしまう事が多いです認
知症の症状緩和の為には嘘をつく事も
必要と考えます
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

毎朝ヨーグルトの摂取その他乳製品活
用　体操の励行　排泄チェックで排便
状態を把握し　時には下剤を併用しま
す

入浴者の日程はある程度決めれれてい
るが状況により変更もあります　拒む
場合は無理強いはしないで曜日を変え
て対応します浴室では職員とゆっくり
談笑したりして時間も個別対応で満足
できる様に努めています

基本的に週２回の入浴で日程は決めら
れていますが、利用者の状況により曜
日を変更して対応しています。また一
人で入る事が出来る利用者は追加で入
る事も可能です。リフト浴の設置もあ
り、歩行が困難でも座位が保てれば入
浴することができます。

歯科医が必要な方へは週１回口腔ケア
に当たっています指導のもと１日３回
のケアを行っています　必要な方には
介助をしています

排泄チェック表活用で声掛け・見守り
介助で支援しています　拒まれた場合
は無理強いはしません　夜間はＰトイ
レを使用し　オムツ対応の方は立ち上
がり出来ない方方のみです

排泄チェック表を活用して声かけを行
なっています。昼はトイレを利用し、
夜間はポータブルトイレを使用するな
どの対応を行なっています。現在１名
はおむつ対応と成っています。

概ねレトルト食品の為バランスは良い
食事制限のある方等は個別に対応し健
康状態の把握に努めています水分量は
チェック表に記入しながら一日の水分
量を記録しています

株式会社フィールズ



グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

基本はホーム預かりで必要時は一緒に
買い物に出るなど行っている　ほとん
どの方はお金を使用しません

職員の手がある時はカラオケ・クイズ
ゲーム等を出来るように関わっていま
す　その他その時々で相撲観賞　野球
観賞特に決めずに色々な事をします

職員不足と車両がないこと等からドラ
イブの回数がほとんど取れない　買い
物の希望がある場合は個別に連れてい
きます　歩行可能な方は近隣へ散歩し
ます　ご家族が連れ出して頂く場合も
あります

近隣への散歩や、ベランダのベンチで
外気浴をしています。希望者は２名位
ずつ車で買い物に出かけています。春
には桜やつつじの花見に出かけていま
す。家族と一緒に外出する人もいま
す。

坂の途中の事業所で利用者に
とっては散歩は困難ですが、
利用者や職員にとって外出は
気分転換やストレス発散のた
めにも不可欠です。いつでも
ドライブできるような体制づ
くりも期待されます。

個別対応しています　しかし昼夜逆転
が起きない程度に昼寝をしたい方には
休んでもらっています　室温には配慮
し寝具やパジャマの季節ごとに入れ替
えします

誤薬をしないように確認票を作成し１
回の薬に対して３回のチェックが出来
るような体制を作っています状態の変
化があった場合は管理者を通してＤｒ
ナースへ繋ぎ相談します　薬の目的等
は必要時その都度確認します
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

居室は個室になっています　個室には
馴染みの品物を置いたり仏壇を置く方
も居られます　個別扱いですが基本は
自由な活用をして頂いています

居室は全て南向きで明るく、ドアを開
ければ風通しも良いので空気が淀む事
はありません。家から持ってきた馴染
みの物を置いたり、飾ったりしていま
す。仏壇を置いてある居室もありま
す。

個別対応ですが基本自立支援です　出
来る事分かる事を支援できる様声掛け
見守りをしています　活動が多ければ
リスクも多くなるわけですがご家族へ
の状況報告を密にコミニュケーション
を図っています

職員と共に作成した飾りものを季節ご
とに替えたり外食や舞踊などの写真を
掲示したり、その他整理整頓　掃除は
毎日行っていますその他花や亀が居た
りと変化を持たせています

南に面しているリビングは明るく、窓
から相模湾や三浦の街並みが一望出来
ます。壁には敬老会の写真や季節のハ
ロウィンの飾りが吊るされたり、壁一
面に飾られたりしています。

食堂では常に数人で談笑したり塗り絵
をしたりと自由に過ごすスペースがあ
ります

認知症に状態にもよるので個別対応し
ています　大丈夫な方へは必要時自由
に行っています

株式会社フィールズ



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

○ 3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　あおぞら三崎

 ユニット名 １Ｆ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

職員全体に三崎独自のホーム内の理念
を決めて玄関先に掲示しています

近隣の人にはホームの存在は周知され
ており買い物や洗濯干しの時は積極的
に挨拶しています

舞踊・傾聴ボランティアがホームに来
て利用者様職員との交流もあります

会議は２カ月に１度定期的に行い　ご
家族や民生委員・包括支援センター等
意見交換を行い支援に繋げています

介護保険認定調査・運営推進会議・集
団指導・入居相談などを通じて関係性
を構築しています

株式会社フィールズ



グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束に関する事は委員会を設置し
３ケ月事に委員会を開催し運営推進会
議で同意してもらっている　毎月の
ミーティングでも検討しています

虐待の事実は無いが職員間で言葉掛け
行動には注意するように心掛けていま
す

法人内の研修を行い不適切なケア言葉
使いを職員間で注意するよう心掛けて
います

契約書に関する事は管理者が行ってい
ます

運営推進会議やミーティングで検討さ
れた事は双方向で意見交換しています

株式会社フィールズ



グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

職員の意見・提案により業務改善を
行っている

キャリアアップ制度や公休・有給消化
等の整備に努めています

法人の研修会・外部の研修会に参加出
来るように情報を回覧して資格支援の
為の支援体制もある

三浦市グループホームれんらくかいを
通して交流を図っています又地域の行
事に参加し活動もしています

ホームでの生活を通じて本人の表情等
からも気付き傾聴を重ねながら本人の
安心を確保するように努めています又
ご家族からも話を伺う

株式会社フィールズ



グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

コミニュケーションをとれる様に行
事・運営推進会議等を通じて直接お話
しが伺える環境作りに努めています

家族との話し合いに努めます　又チー
ムでも話しあいまず必要な支援を見極
め支援につないでいきます

面会・行事等家族の話される思いや生
活にも傾聴しています

面会・行事等家族の話される思いや生
活にも傾聴しています

事前に家族で話し合い職員間でも以前
の生活環境を理解した上で支援に努め
居室に馴染みの物を置くなどしていま
す

株式会社フィールズ



グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

日中食堂で参加出来るレクを通じてお
互いが関わりあえる様支援をしていま
す又その日の気分もある為席を入れ替
え工夫しています

ホームとしてフォローはいつでもあり
ます

事前に家族と話し合い職員全員がその
内容を把握し日々生活が穏やかに過ご
せるように努めています　困難な場合
も繰り返し検討しています

入所時家族からの情報を主に本人とコ
ミニュケーションをとりながら把握し
て行っています

ほとんどの職員は把握をしていますが
必要事項等は申し送り等で周知するよ
うにしています

株式会社フィールズ



グループホームあおぞら  三崎　.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

家族との話し合いや職員間で情報を集
め話し合い計画に反映させています

記録物は個人別でケース記録には１日
を通じて記入しています申し送りを通
じて周知出来るようにしています

職員が対応できない場合は家族にお願
いし協力を仰ぐ場合もあります

外出やボランティアの受け入れなどを
取り入れています

内科医は月２回　メンタルは月２回
歯科は毎週１回　ナースは毎週２時間
対応しています

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

週１度の訪問を通じより細かく相談が
出来すぐに対応しています

入院先の関係者とホーム側の医療者と
連携をとり協働が出来る支援体制があ
ります

主治医を中心に家族・管理者で話し合
いホーム内で出来る事を把握し職員全
体で取り組んでいます

法人の研修会　外部の研修会等に参加
し実践に繋げれれる様に努めています

年２回の防災訓練を実施　消防関係者
の参加もして頂き助言等をもらい実践
に生かしている

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

全員個別対応にて自分の時間が持てる
ようにしています　生活においてもプ
ライバシー・人格の尊重を心掛けて対
応しています

声かけで希望を聞いたりし自己決定を
頂ける方には頂いています

一人一人の｢らしさ｣を把握して利用者
様に合わせて一日を過ごしています

定期的に理美容が訪問していたり更衣
時は本人の自己決定を聞いています
おしゃれは本人に任せています

茶入れ・下膳等できる事で参加して頂
いている　行事食等は希望を取り入れ
ています

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

食べ方の癖・体調に合わせ皿の位置・
盛り付け・形態を工夫しています　水
分量はチェック表記入で測定していま
す

毎食後口腔ケアを行っています　歯科
往診で必要な方へは毎週ケアをしてい
ます

排泄チェック表を活用して把握してい
ます　声掛けトイレ誘導　介助をして
います

水分量・毎朝のヨーグルトの提供　排
泄のパターンを把握し必要な方へは下
剤を使用する場合もあります

入浴者と入浴日の日程は決めてはある
が体調や気分で変更し週２回は入浴で
きるように支援しています

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

体調・気分を把握し居室の温度明るさ
を調整しています　午後の昼寝をされ
る方もあります

薬セット担当者がいます　確認表を
チェックしながら３回のチェックを入
れて誤薬しないよう支援しています
薬の変更時も申し送りで周知していま
す

レクリエーション・塗り絵・新聞折り
ウエス作りを職員と一緒に行っていま
す

外出・外気浴など要介護状態に合わせ
て行っています

自身で所持する事も使用もありません

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

希望する利用者には事業所の電話を使
用して家族と連絡をしています

毎日掃除をしています　照明や室温に
は気を配って快適に過ごせるよう支援
しています

利用者の関係性やトラブル等に合わせ
て座席を移動します　ソファー等も活
用しています

外観が良い為景色を眺めたり春には桜
が咲きホームにいながら桜見物が出来
ます

廊下やトイレ・浴室には手すりが付い
ていて自力歩行を出来る限り出来る様
支援しています　居室前には名札を付
け自分の部屋が分かるようにしてあり
ます

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 18

施設の立地状況として勾配がきつい
坂上にある為中々散歩等に出かける事が困
難です　車椅子歩行介助が必要な方は出掛
ける事が厳しい

外出出来る機会を増やしたい ホーム用に５～６人が乗れる車両を本部と
して準備してもらえるよう依頼し　　　外
出の頻度を増やしていきたい ６ヶ月

2

職員の定着が厳しく賃金・労働時間等の諸
問題から離職されてしまう　安定した運営
ができない

職員の充足させる 働きやすい職場作りと給与面の問題を解決
し利用者やご家族に安心できる運営をして
いきたい ６ヶ月

3

利用者の入居に付いても空室が満床になら
ない　各方面に働きかけは行っている安定
した運営ができない

空室を埋める 居宅支援事業者・病院等に働きかけながら
入居に繋がるように努める

６ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成30年度
目標達成計画

事業所名　グループホームあおぞら三崎

作成日：　平成　３０年１２月　１日


